
ウ
ハ
l

ウ
へ

ウ
ハ
ダ
ナ
上
回
名

河
北
郡
金
抽
出
庄
に
邸
す
る

一

総
務
。
一
一
一
州
紀
間
に
、

『
上
聞
名
村
領
の
内
、
皆
逝
満

一

寺
と
中
部
寺
有
之
o
寺
領
も
多
、
塔
苛
小
経
路
・
西
明

一

寺
・
随
龍
寺
・
長
諮
寺
・
永
照
寺
と
て
軍
よ
ザ
有
之
候

一

問
。
則
屋
倒
跡
有
之
候
。
遊
詩
寺
は
佐
々
内
縦
助
俊

一

抽
出
候
削
、
夫
よ
内
断
総
仕
候
由
。
』
と
あ
る
。

一

ウ
ハ
ダ
ナ
上
捌

羽

咋

郡
土
問
庄
に
回
す
る
部

一

古川
O

明
治
中
に
至
h
一
時
上
樹
新
そ
濁
立
部
務
と
し

一

た
が
、
後
一
見
に
合
併
し
た
。

一

ウ
ハ
ダ
ナ
ガ
ハ
上
棚
川

』
オ
コ
ガ
ハ
於
古

一

1
・
。

一

ウ
ハ
ダ
ナ
シ
ン
上
棚
新

羽
咋
術
上
棚
の
内
の
一

小
字
。
明
治
中

一
た
び
濁
放
し
、
後
克
に
上
棚
に
合

一

併
し
た
。

ウ
ハ
ダ
デ
上
回
出

羽
咋
部
抑
水
中
佐
に
あ
る

畑
山
町
問
。
元
副
仰
の
郷
村
名
義
抄
に
、
山嵐長
七
年
上
出
村

領
内
に
新
関
し
た
か
ら
此
の
村
名
が
あ
る
と
記
す

る。
『

2
五
日
に
、
『
皇
制
童
書
箱
川
宮
惜
郷
之
附
刷
、
中
越
郡

一
文
以
=
目
安
-
致
一
一
訴
訟
寸』
と
あ
る
も
同
じ
〈
、
後
附

7は
ト
ク
ハ
シ
と
抽
出
み
、
徳
般
相
却
の
芋
を
用
ひ
た
。

ウ
ハ
シ
ジ
ン
ジ
ヤ
克
徳
神
社

能
楽
部
小
松
の

JM旧
町
に
鎮
座
す
る
。
式
内
等
滋
赴
犯
に
、
『
兎
橋
制

耽
。
式
内

一
座
。
得
橋
郷
小
野
村
銀
座
。
今
政
相
柑
z
大

橋
宮
↓
訓
刷
用
問

-z
o
中
古
励
=
品
川
此
榊
態
於
板
油
郷
小

松
刊
今
務
=
小
松
諏
紡
明
訓
枇
-
円程也
0
』
と
あ
る
o
明

治
八
年
七
且
小
松
諏
訪
品
川
枇
と
抑
制
し
、
十
抗
年
八
月

蒐
橋
柿
祉
に
復
し
た
。

ウ
ハ
シ
ホ
ン
ゴ
ウ

得
橋
本
郷
』
ウ
Y
ジ
マ

ュ
島
。ウ
ハ
ダ
上
回

調
羽
咋
郡
押
水
中
庄
に
あ
る
部
族
。

ウ
ハ
ダ
イ
上
代

鳳
主
制
仁
岸
郷
に
属
す
る
部

孫。

ウ
ハ
賓
ナ
デ
上
縄
出

初
咋
間
上
倒
町
内
の
小

一

ウ
ハ
パ
ラ
上
原

江
沼
部
山
中
谷
に
圏
す
る
邸

宗
。

-
古
川
。
笈
閉
山
記
聞
に
、
こ
の
村
領
の
石
慌
で
事
〈古
川削
却す

ウ
ハ
ダ
ヒ
ラ
上
平

河
白
川
州
市
今

日
に
制
す
ろ
る
も
の
が
あ
っ
た
が
、
慌
の
引
出
荷
見
れ
ば
大
同
二
蛇

邸古川
O

と
し
た
地
艇
の
倣
が
あ
っ
た
o
今
は
作
品
宇
和
也
放
し
て

ウ
ハ
ダ
ヒ
ラ
ジ
ヨ
ウ
上
平
妓

n
Mm山
巾
に

安山む
し
て
あ
ろ
と
の
こ
と
守
把
す
。
元
総
十
三
年
句

在
っ
た
。
江
泊
芯
稲
に
、
山
中
か
ら
相
川町に
行
〈
道
容
の
悲
路
銘
に
、山
中
八
円
以
上
原
野
『
立
の
泌
も
さ
け

の
右
方
の
山
で
あ
る
o
牢
胞
に
托
十
聞
に
=
一十
m
m山
一
る
?
、
，
な
h
き
じ
の
段
、
=
一枝
』
と
い
ふ
レ
是
で
あ

の
平
地
が
あ
る
。
柏
野
城
と
い
ふ
も
の
と

-mで
あ
ら
号
。
こ
の
上
限
宇
一
上
村
と
い
ひ
、
一町
内
の
土
谷
を

ら
う
と
記
す
る
。

-
下
村
と
も
い
」
。

ウ

ハ

ノ

上
野

江

泊

部
四
十
九
院
初
刊
の
巾
に
回

一

ウ
ハ
バ
ラ
ガ
ハ
上
原
川

江
泊
郡
上
限
領
大
抑
制

す
る
郎
稿
。
笈
恕
紀
問
に
、
昔
は
上
野
村
が
ニ
ヶ
所

一
特け
か
ら
出
で
、
同
領
で
口
問
符
山山川
に
A
H
す
る
。

あ
っ
て
、
そ
の

一
つ
は
こ
J
庄
の
成
六
共
地
取
と
い
一

ウ
ハ
ポ
ケ
ヤ
マ
う
は
ぼ
け
山

侍
笑
籾
須
納
谷

ふ
所
に
あ
っ
た
と
記
す
る
o

の
東
南
に
あ
っ
て
、
地
闘
に
宕
郡
山
と
記
す
も
の
。

ウ

ハ

ノ

上
野

訓

北

部
川
村
郷
に
闘
す
る
部

一
一日刊
さ
一
一

九
一
米
。
山
仰
向
閃
安
山
岩。

孫。

ゥ
ハ
メ
ン
上
菟

川

地
の
納
容
で
あ
る
犯
相
の

上
野

川

北

拙
宮
野
の
内
の
小
山ヨ
o

-
一
一
純
の
名
稿
。
上
犯
と
は
、
例

へ
ば
村
克
抗
つ
の
町

上
野

羽
咋
抑
制
松
岐
に
邸
す
る
郎
が
給
人
知
な
る
時
、
百
姓
よ
均
一
見
に
宋
歩
の
手
上
兜

一
山
町
な
せ
ば
、
こ
の
沢
歩

p-指
し
て

い
ふ
の
で
、
そ
の

上
野

刑
制
同
郎
氏
訟
の
内
の
が
ん
ヨ
。

-
紛
人
か
ら
上
内
知
と
な
る
ま
で
は
、
仰
向
や
-I
て
a
A

上
野

拠
品
川
一
=
引
の
内
の
小
宰。

一
上
川
出
荷
担
紋
し
て
む
〈
の
で
あ
ろ
。

上
野
刷
所
郷

市

他

郷

に
山田
す
る
部

一

ウ
ヒ
ゴ
ト

初
事
一
一
一般
に
な
っ
た
幼
預
に
髪
鐙

一
を
行
ひ
、
抗
議
の
男
児
に
袴
者
青
、
七
歳
の
女
児
に

句
純
訴
し
そ
行
は
し
め
る
如
き
青
皆
初
郁
と
い
ひ
、
常

年
初
午
の
日
に
も
、
叉
は
前
年
十

一
月
十
抗
日
、
或

は
そ
の
前
後
の
吉
日
に
も
行
は
れ
た
。

ウ
ブ
カ
芝
生
紳

合

一

羽

咋

郡
熊
野
方
郷
に

図
す
る
邸
端
。

古
〈
は
箆
耐
と
説
い
た
の
も
あ
る。

能
綬
名
跡
志
に
、
『
此
村
に
底
引
仰
の
宮
・
箆
耐
の
他
と

で
あ
h
。
官
此
所
に
て
似
九
郎
義
純
の
袈
の
雌
産
有

h
し
に
、
行
末
在
r
紛
争
一
守
ら
ん
と
昨
・
あ
h
し
よ
旬
、

此
一
一
利
益
紛
版
初
せ
ず
。
益
す
る
に
昔
よ
ふ
り
危
き

m

な
し
。
本
地
不
動
明
王
也
。
前
な
る
川
に
て
石
を
拾

ひ
、
地

へ
代
h
に
入
れ
、
他
の
石
そ
取
扱
げ
懐
中
あ

ウ

ハ

ノ

上
野

臥
南
湖
良
川
仰
の
内
の
小
字
。

ウ

ハ

ノ

上
野

珠
洲
郡
~
旬
、家
の
内
の
小
字。

ウ
ハ
ノ
ウ
ヂ
上
野
氏

良
行
部
系
制
に、

信
辿

一

一
一
回
目
行
辿
大
屋
陀
上
野
之
助

dmと
あ
っ
て
、
上
野
は

一

回
一
ヂ
部
南
北
郷
で
あ
る
。
そ
の
子
孫
上
野
氏
交
は
上

一

野
長
氏
と
都
し
て
、
長
氏
閉
山
秘
主
家
の
一
で
あ
る
。

一

ウ
ハ
/
デ
上
野
出
割
引
咋
湖
上
棚
の
内
の
小
手。

一

ウ
ハ
ノ
デ
上
野
出

m
羽
咋
郡
臨
聞
の
内
の
小
手
。

一

ウ
ハ
ハ
主
上
自
由

mm
咋
榔
銚
打
郷
に印
刷
す
る
部

一

世
間
。ウ
ハ
パ
生

ウ
ハ
ノ

ウ
ハ
ノ

ウ
ハ
ノ

説。 ウ
ハ
ノ

ウ
ハ
J

W

問。

上
息

同帥}黒川
市
，
酬
の
内
の
小
手
。

れ
ば
、
産
に

一
向
危
な
し
。
』
と
記
す
る
o

一
一

ウ
プ
カ
ミ
シ
ヤ
産
紳

拡

羽

咋
郡
生
郡
に
在
?

て
、
今
は
生
訓
駐
と
笹
〈
。
式
内
容
部
世
紀
に
、
『産

制
註
。
龍
野
郷
生
前
村
銀
座
。
祭
柳
川
M
玉
比
昨
A

問
、

今
抑
制
-
一
%
安
明
跡
4

笛
枇
也
。
』
と
あ
る
。

ウ
へ
サ
カ
イ
ナ
バ
上
坂
因
幡

上
坂
文
兵
術
の

子
。
父
の
後
そ
裂
い
で
七
千
石
そ
賜
は
旬、

関
長
十

九
年
十
月
大
坂
の
役
に
第
二
隊
銃
将
と
し
て
出
叫
し

た
。
同
十
二
且
四
日
奥
村
築
制
制
等
が
大
坂
に
て
故
懸

の
時
、
悶
慨
も
軍
令
を
犯
し
た
の
で
食
品
抑
止
T
-
政
た

れ
、
加
州
古
口
一附
に
訟
原
し
て
病
死
し
た
。

ウ
へ
ザ
カ
7
h
F
ベ
Z

上
坂
叉
兵
衛

前
川
利
家

に
仕
へ
て
七
千
石
を
領
し
た
が
、
そ
の
子
凶
怖
に
至

っ
て
品開宇一
政
た
れ
た
。

ウ
へ
ス
ギ
上
杉

能

美
初
回
恨
の
内
の
小川
ず。

ウ
へ
ス
ギ
カ
ゲ
カ
ツ
よ
杉
景
勝
天
正
穴
住
三

且
上
杉
謙
信
の
残
し
た
後
、
そ
の
子
景
勝
-
m
M
此
二

人
互
に
治
領
青
事
う
た
が
、
説
七
年
三
且
引
四
日
焼

防
は
R
M
此
に
自
刃
せ
し
め
て
そ
の
所
領
官
併
せ
た
。

是
に
於
い
て
四
且
廿
五
日
知
勝
は
そ
の
断
末
や
・
訟
任

城
の
鏑
木
額
信
に
報
じ
、
自
年
初
駄
の
候
越
巾
に
入

る
べ
き
を
以
で
、

そ
の
際
頼
信
も
カ
を
合
は
さ
ん
こ

と
を
製
求
し
た
。
し
か
も
そ
の
後
容
易
に抽
出定
の
行

動
そ
取
る
こ
と
を
得
な
か
っ
た
か
ら
、
九
且
四
日
羽
目

勝
が
加
賀
の

一
撲
に
奥
へ
た
惑
に
は
、
'
伎
が
出
脳
の

遅
延
し
た
理
闘
を
一
連
べ
、
信
且
中
に
是
非
迭
行
す
べ

し
と
い
う
た
に
拘
ら
ず
、
向
同
九
蛇

ま
で
足
跡
を
越

中
に
印
す
る
こ
と
を
得
な
か
っ
た
。

ウ
へ
ス
ギ
ケ
ン
シ
ン
上
杉
謙
信
(
ご
滞
債
の

加
賀
侵
入
|
上
移
殺
信
の
足
跡
や
4

加
到
に
印
し
た
こ

と
は
、
天
文
二
十
二
年
及
び
永
徹
二
指
に
上
格
し
た

途
次
に
あ
る
が
、
そ
の
兵
そ
掠
ゐ
て
れ
出
入
し
た
る
は

天
正
元
年
に
初
る
。
議
し
こ
の
前
年
金
源
御
妨
の
酋

七
七


